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今回，ただ集めていただけのPスタンプを「コレクション拝見」を機会に整理しました。

まだかなりの未集分がありますが，皆さんのご援助をお願いします。Pスタンプはそれ

ほど集めている方がおられないのが残念です。整理してみると不思議な世界でした。

Pスタンプとは 〈その定義と歴史〉

日本では「写真付き切手」としてスタートしたので P ＝写真と思われがちですが
本来は，制作に参画できる切手という意味で Personal stamp のことです。スタイ

ルとしては，タブ付き，フレームの 2タイプがあります。世界ではフレームが先で 1994
年のカナダ，タブ付きは 1999 年のオーストラリアです。日本では 2001 年の日本国
際切手展の会場で試験的にタブスタイルが登場し，2003 年の全日展会場でのデモ販
売を経て，全国発売を開始しました。

カタログでの扱われ方がひどいPスタンプ

・Pスタンプには個別の番号がつけられず，ほぼシートで種分けされている。

・目打ちやマイクロ文字や特殊加工の説明が一切ない。

・明らかな違いがあるものを無視している

偽造防止加工に執着している Pスタンプ 〈カタログは無視〉
以下登場した加工内容を紹介します。

・パール印刷 （傾けると長方形が見える）

・マイクロ文字 （日本郵政公社，郵便事業株式会社，日本郵便株式会社毎に英

文標記が変わる）

・変形目打ち

・メタリックマルチイメージ加工

目論見がくずれて 3年で断念した Pスタンプ版年賀切手（お年玉付き 50面シート）
注文生産するPスタンプでは発行日が特定できず，カタログでは受付開始日が記

録されてきたが，07年用では８月から受付を開始し，11月1日を発行日に指定して

初日印も存在する。注文を20シート以上で10万シート作成するも惨敗。翌年は，10

月からの受付で注文制限を10シート以上へと緩和。5万シート準備するも伸びず，

翌年まで同じ条件で継続するも3年で撤退した。2種連刷の意味も不明。

フレーム切手の定義がくずれる
2007年11月から受付開始されたオリジナルデザイン（シート地）専用シートの大

型2種は，もはやフレームタイプではなく，タブ付きタイプとなっている。またこ

のシリーズのみなぜか変形目打ちがない，謎のこだわり。

ほかにも謎の新発行がある 〈実物は見ていません〉

2022年の5月と9月にフレーム内にぽすくまとシナモロール，キティ＆ぽすこぐま，

が印刷される期間限定版の発行の記事が郵趣に掲載されたが，これは新フレーム以

外の何者でもないと断定できるが，なぜかわざわざ新フレームではないとの注釈が

あり，謎。

今年の料金改正で新たなPスタンプが登場すると思われます。今後も頑張って謎解き

に励みたいと思っております。
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